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技術の特徴
・リボゾーム蛋白質S12変異株で見られる高い蛋白質合成活性のメカニズムを解明
・RRFの高発現が鍵
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図1. 野生株およびS12変異株（K88E）の生育（A）、抗生物質生産（B）
およびin vitro翻訳活性（C）

図2. （A）野生株およびS12変異株における翻訳因子の発現動態
（Ｂ）リボゾーム再生因子（RRF）の局在性

図3. RRFの添加によるin vitro蛋白質合成の活性化

図4. S12変異による蛋白質合成活性化のメカニズム
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